
The Society for Bioscience and Bioengineering, Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Soolety 　for 　Blosolenoe 　and 　Bloenglneerlng 厂　Japan

774

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 細胞培養工 学 、生態 ・環境工 学　283

毛状根の 分枝増殖モ デル に 基づ く代謝産物生産過程の 解析

　（阪大 ・ 基礎工
・ 化工 ）紀 ノ岡正博，b田谷正 仁 ， 東稔節治

【目的】　 植物毛状根に より生産される代謝産物は細胞内に蓄積され ， しかも毛状

根の 蔀位に よ り不均一に含有されるこ とが多い．本研究で は t 毛状根に よる代謝産

物の 生成様式に関 し， 先に報告した分枝増殖モデルOをもとに解析 した．

【方法及び結果】　植物細胞と しては赤色色素 （べ タ ニ ン）を生成するレ ッ ドビー

ト毛状根 を用いた．培養は， 2 ％ 果糖を含む Murashige−Skoog （MS ）培地を基本培

地 と し，25 ℃
’
にて行っ た．毛状根内の 色素は ， 50 ％ 工 タノー ル 中で抽出後比色法

によ り定量 した．

　 レ ッ ドビー ト毛状根中の色素含有量を各部位ごとに評価 した とこ ろ， 先端部で低

く基部方向に向か っ て高くなることが分か っ た．毛状根の先端には細胞分裂の 活発

な 生長点が存在 し， 毛状根は この 生長点で 伸長する． こ のため毛状根の伸長方向に

添 っ て細 胞の 年齢分布が 生 じ， 色素含有量 に も分布が 見 られ る もの と考え られ た．

そこで ， 生長点の伸長を考慮 した分枝増殖モ デル 1｝に基 づ いて ， 毛 状根の色 素生成

モデルを尋出した．その結果，毛状根内に お ける色素牙布および色素生成の 経 時変

化を良 く説明 で きた．
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イ ヌ ホオズキ毛状根 に よる ソ ラ ソ 諍ン の 効率的生産
（名大 ・工 ・ 生物機能）○ 牧野　聡 、 魚住信之 、 小林　猛

【目的】　植物細胞が生産する物質は一
般に 化学合成困難な もの が多い の で 、 植物細胞

で 生産する こ
”
t が 望まれ る。 本硯究で はイ ヌ ホオズキ毛状根 が生産するス テ ロ イ ド系ア

ル カ ロ イ ド（ソ ラソ ジン ）に つ い て 、 培地中の 無機成分を制御す る こ とに よ り細胞内含
有量の 向上 を試みた 。

【方法及 び結果】　イヌホオ ズキ毛状根は グル コ
ー

ス 309／L を含む RT 液体培地を基
本培地 として 25℃ 、 暗条件下 で 100甲m 回転振とう培養を行 っ た 。 細胞密度は培地の 電

蓴伝導度変化より換算 し、 培地中のPO ・i3
’
，
，NcB

’
，NH4 ＋

濃度はそれぞれモ リブデ ンブル
ー

法 、 ブル シ ン法 、 ネス ラー
法に よ り定量した 。 ソ ラ ソ ジン含有量は細胞か ら抽出 、 加

水分轍 ・ 娩 法に よ り求鵜 齢 犠 で1まソラ ジ ン含龍 は培養繝 中 、 ・・ 9／g−
dry　ceU に とどま り、 その原因は培地中の リン酸塩 a’oil3

−
）、 硝酸塩 （NO3

’
）の枯渇に よ る

もの と考嗜た。 そ こ で リン 、 窒素栄養に つ い て それぞれ独立に供給する系で培地条件 を
検討 し 、 反復回分培養 、 流加培養を行 っ た結果 、 ソ ラ ソ ジ ン 含有量に 向上が みられた 。

さ らに バ イオ リア ク ター
を用い て の 高密度培養 、 効率的生産 につ い て の 培養条件を検討

中で ある 。
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